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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

先
月
二
十
一
日
に
開
い
た

支
部
の
結
成
三
三
周
年
祝
賀

会
に
遅
れ
て
届
い
た
旧
・
郵

政
四
・
二
八
被
免
職
者
の
名

古
屋
哲
一
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
転
載
し
ま
す
。
以
下
。 

 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
＆
シ
ル
バ

ー
ユ
ニ
オ
ン
九
州
・
長
崎
様 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
長
崎
（
旧
・

郵
崎
労
）
結
成
三
三
周
年
、

機
関
紙
・
未
来
四
〇
〇
〇
号

達
成
」
の
十
・
二
十
一
祝
賀

会
が
（
コ
ロ
ナ
禍
で
三
年
延

期
の
後
）
開
催
。 

「
シ
ル
バ
ー
ユ
ニ
オ
ン
、

二
三
・
十
一
・
十
五
号
」
に
、

中
島
義
雄
さ
ん
筆
こ
の
報
告

文
が
掲
載
さ
れ
、
初
め
て
知

っ
た
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、

“
と
も
に
お
喜
び
“
申
し
上

げ
候
。 

 

そ
ん
な
ワ
ケ
で
、
こ
れ
は
”

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
”
以

上
に
、“
遅
延
の
お
詫
び
と
か
、

言
い
訳
と
か
云
々
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
”
と
い
う
、
超
ユ
ニ
ー

ク
な
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ら
し
か

ら
ぬ
、”
メ
ッ
セ
ー
ジ
“
文
で

す
。 

ボ
ク
ら
四
・
二
八
免
職
者

は
、
長
崎
の
仲
間
か
ら
、
最

大
級
の
恩
恵
を
受
け
続
け
て

き
た
。
こ
ん
な
に
も
や
さ
し

さ
や
ラ
ッ
キ
ー
や
励
ま
し
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
っ
ぱ
な
し

で
良
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
程
に
（
二
十
八
年
間
の

首
切
り
撤
回
争
議
中
ズ
～
と
、

二
〇
〇
七
年
二
月
の
最
高
裁

大
勝
利
後
の
一
年
間
争
議
解

決
仕
上
げ
諸
活
動
ま
で
）。  

そ
れ
な
の
に
、
”
祝
賀
会

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
ひ
と
つ
よ
こ

さ
な
い
な
ん
て
、
不
義
理
”

と
思
う
で
し
ょ
う
が
、
そ
の

通
り
、
い
ま
や
ア
チ
コ
チ
不

義
理
で
す
。 

 

パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
通
信
が

超
長
期
間
故
障
（
シ
ル
バ
ー

LINE

も
未
着
手
）、
体
調
不
良

に
て
年
賀
状
製
作
も
二
年
連

続
断
念
、
電
車
外
出
も
困
難

等
々
、
ア
チ
コ
チ
不
通
の
不

義
理
、
そ
れ
な
の
に
“
そ
の

う
ち
な
ん
と
か
な
る
、
改
善

す
る
ハ
ズ
”
と
、
能
天
気
で

オ
チ
コ
マ
ズ
に
い
ら
れ
る
不

思
議
。 

 

何
年
も
何
年
も
毎
年
の
よ

う
に
、（
八
／
六
ヒ
ロ
シ
マ

～
）
八
／
九
ナ
ガ
サ
キ
、
四
・

二
八
集
会
、
長
崎
行
脚
・
九

州
行
脚
な
ど
、
忙
し
い
中
に

招
い
て
も
ら
い
、
歓
待
し
て

も
ら
っ
た
。 

 

そ
し
て
「
未
来
」
へ
の
寄

稿
。
ボ
ク
の
「
担
当
」
は
毎

月
二
八
日
で
、
Ｅ
メ
ー
ル
な

ど
な
い
手
書
き
原
稿
の
時
代

か
ら
何
年
も
何
年
も
。 

 

郵
政
長
崎
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
で
き
て
か
ら
は
「
四
・

二
八
コ
ー
ナ
ー
」
も
創
設
さ

れ
て
掲
載
。
二
〇
〇
八
年
一

月
の
最
後
の
寄
稿
文
（
長
い

～
お
手
紙
Ａ
四
で
八
頁
、「
筋

は
通
せ
た
二
八
年
争
議
」
で
、

個
人
的
な
総
括
視
点
。
感
想

と
お
礼
）
ま
で
、
中
島
義
雄

さ
ん
が
根
気
良
く
、
め
ん
ど

う
み
て
く
れ
た
（
レ
イ
バ
ー

ネ
ッ
ト
に
も
掲
載
）。 

 中
島
さ
ん
に
関
し
て
は
、
も

う
一
言
（
ホ
ン
ト
は
二
言
も

三
言
も
だ
け
れ
ど
）
言
及
し

て
お
か
な
い
と
。
数
年
前
に

中
島
さ
ん
が
書
い
た
長
論
文

「
郵
政
交
流
会
～
郵
政
全
協

～
郵
政
全
労
協
～
郵
政
ユ
ニ

オ
ン
」
の
経
緯
と
意
義
は
、

ボ
ク
の
脳
ミ
ソ
を
“
整
理
・

学
び
・
ス
ッ
キ
リ
”
さ
せ
て

く
れ
る
も
の
だ
っ
た
。 

 

労
戦
再
編
（
国
家
に
お
け

る
労
組
ツ
ブ
シ
）
の
た
め
に

だ
さ
れ
た
四
・
二
八
処
分
、

コ
レ
と
の
闘
い
だ
っ
た
四
・

二
八
反
処
分
、
そ
れ
を
支
え

た
類
マ
レ
な
現
場
や
地
域
の

仲
間
・
・
・
・
率
先
し
て
担

い
続
け
て
く
れ
た
長
崎
の
仲

間
た
ち
。 

 「
東
京
総
行
動
」
の
集
ま
り

な
ど
で
、
ボ
ク
は
チ
ョ
イ
チ

ョ
イ
、
口
に
し
た
も
の
だ
が
、

「
争
議
当
該
が
バ
ッ
ラ
バ
ラ

で
も
、
ボ
ケ
ー
と
し
て
い
て

も
、
支
援
が
し
っ
か
り
し
て

い
て
、
素
晴
ら
し
い
人
た
ち

な
ら
、
大
勝
利
で
き
ち
ゃ
う

ん
だ
よ
～
」。
聞
い
て
い
た
争

議
団
の
仲
間
は
、
ホ
ッ
と
一

安
心
し
た
り
、
う
ら
や
ま
し

が
っ
た
り
。 

＊
＊
＊
＊
＊ 

 

同
封
の
オ
サ
ツ
は
、
そ
う

い
う
ワ
ケ
で
、「
三
三
周
年
＆

四
〇
〇
〇
号
」
の
“
お
祝
い

“
と
い
っ
た
単
純
な
も
の
で

は
な
く
、”
プ
ラ
ス
お
礼
＆
深

謝
＆
遅
延
の
お
詫
び
＆
不
義

理
の
謝
罪
＆
な
ん
だ
か
ん
だ

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
“
等
々
い
り

混
ざ
っ
た
も
の
で
す
。 

 

長
崎
の
仲
間
の
み
な
さ

ん
・
・
・
・
故
・
松
江
國
晴

さ
ん
は
じ
め
、
何
人
も
の
顔

が
浮
か
び
ま
す
が
・
・
・
・

ホ
ン
ト
に
ホ
ン
ト
、
お
目
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ト
ッ
テ
モ
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 二
〇
二
三
年
十
一
月
二
十
日 

旧
「
四
・
二
八
ネ
ッ
ト
」（
郵

政
四
・
二
八
を
共
に
闘
う
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
） 

郵
政
四
・
二
八
元
免
職
者 

名
古
屋
哲
一
（
東
京
在
） 

 

※
、
写
真
は
名
古
屋
さ
ん 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４４０２ 

`23 年11 月28 日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


